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お問い合わせは生活課（45−2214）まで。

　女性部は２月28日の総会終了後、（株）ピーベリー
代表取締役の児玉美幸氏（西２ー４）を招いて講演
会を開催しました。「知らないと損する介護保険の
仕組み～村の現状と将来」と題して、介護予防のた
めの運動や、介護保険の仕組みなどについて楽しみ
ながら学びました。

あぐりプラザ
トクトク情報JAだよりおおがた 4

APRIL
2014 No.489 — ４月の特売 —

４月10・20・30日 ０（ゼロ）のつく日は
ポイント２倍デー！

４月24日㈭・25日㈮ 目玉商品を多数ご用意して
お待ちしております！表紙のご紹介 「女性部総会後の講演会」

原
料
米
事
情
と
村
の
農
業
を
考
え
る

サ
ハ
リ
ン
に
大
鵬
像
を
建
て
よ
う

組
合
員
研
修
会

「
大
鵬
の
銅
像
を
建
て
る
会
」
役
員
会

　

Ｊ
Ａ
大
潟
村
は
３
月
７
日
の
座
談
会

終
了
後
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室
を
会
場

に
組
合
員
研
修
会
を
開
催
。
村
内
農
家

が
講
演
会
を
通
し
て
、
今
後
の
米
政
策

と
村
の
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
考
え
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
全
国
米
菓
工
業
組
合
専

務
理
事
の
松
本
裕
志
氏
が
、「
原
料
米

事
情
と
大
潟
村
と
の
関
係
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。
平
成
22
年
か
ら
始

ま
っ
た
村
の
加
工
用
米
取
引
の
立
役
者

で
も
あ
る
松
本
氏
は
、「
平
均
耕
作
面

積
が
17
・
５
ha
の
大
潟
村
は
非
常
に
効

率
的
な
米
作
り
を
し
て
お
り
生
産
コ
ス

ト
が
低
い
。
我
々
米
菓
産
業
は
こ
れ
か

ら
活
性
化
し
て
い
く
と
思
う
が
、
も
っ

と
国
産
の
原
料
を
使
用
で
き
る
よ
う
な

制
度
を
早
く
作
っ
て
も
ら
い
、
大
潟
村

の
皆
さ
ん
と
の
関
係
が
今
後
も
続
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
持
論
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室
で

「
サ
ハ
リ
ン
に
大
鵬
の
銅
像
を
建
て
る

会
」
役
員
会
が
行
わ
れ
、
会
長
の
髙
橋

浩
人
村
長
を
中
心
に
16
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
会
は
、
大
潟
村
文
化
情
報
発
信

者
の
彫
刻
家
・
鎌
田
俊
夫
さ
ん
が
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
〝
昭
和
の
大
横
綱
”

大
鵬
の
銅
像
を
大
鵬
の
生
誕
地
ロ
シ

ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
市
に

建
て
る
計
画
を
支
援
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
２
月
号
に
掲
載
）

　

会
計
か
ら
寄
付
金
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
、
大
潟
村
を
中
心
に
村
外
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
、
必
要
費
用
８
０
０
万
円
を
目

標
に
今
後
も
役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
尽

力
す
る
こ
と
、
寄
付
金
集
め
の
方
法
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

講演する松本氏

時おりユーモアを交えながら講演する児玉氏

支援の輪が確実に広がっています。村民の皆様には
今後とも温かいご支援をよろしくお願いいたします

　お知らせ
★今月のポイント３倍優待券配布日
・４月11日（金）～ 17日（木）
　…この期間中にお買い物されたお客様、お一人様に
つき１枚ポイント３倍優待券を配布！

・４月18日（金）…優待券の有効日
　…この日、優待券を持ってお買い物されたお客様に
ポイント３倍プレゼント！

★営業時間の変更
　４月から土日祝日も午後７：00まで営業しております。
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　皆様におかれましては、ご健勝にお過ごしのこととお喜び申し上げます。
　このたび故横綱大鵬の生まれ故郷であるロシア「サハリン州ポロナイスク市（旧樺太の敷香町）」
に銅像を建設したいという話が現地で持ち上がり、秋田県大潟村在住の彫刻家（日本美術家連盟会員、
二紀会会員、秋田国際美術家協会会長）の鎌田俊夫氏が、この銅像の制作を正式に引き受けました。
　私たちは、我が大潟村の彫刻家鎌田氏への応援態勢と、その支援母体を大潟村で作るべきだと考え、
「サハリンに大鵬の銅像を建てる会」を本年１月に設立致しました。
　この会では国際慣行上、大鵬像をサハリン州・ポロ
ナイスク市への贈り物として考えているため、その制
作に関わる一切の費用を集める寄付金活動を現在展開
しております。
　サハリンに大鵬の銅像を建てるプロジェクトのホー
ムページ（http://www.taihou-douzou.com/）や、先
日皆様のご自宅にお配りしましたリーフレットにもあ
ります通り多くの方々よりご賛同を頂いておりますが、
現在も必要費用800万円を目標に、皆様からのご支援
をお願いしている次第です。
　つきましては、趣旨をご理解頂き、大潟村、秋田県、日
本全国からのあたたかいご芳志を募りたいと存じます。
　どうぞ多数の方々のご賛同を賜りますよう、心よりお
願い申し上げます。
　大鵬夫人をはじめ、たくさんの方々のご賛同を頂い
ております。
　各役員が住区の皆様のもとに、ご支援のお願いに直
接伺うことがございますが、何卒よろしくお願いいた
します。

サハリンに大鵬の銅像を建てる会　会長　髙　橋　浩　人

サハリン（ロシア）に
大鵬像を建てるプロジェクトへの

寄付金のお願い

◦募金箱を村内５箇所

に設置しておりますので、こちらもぜひご利用ください。

　　　・大潟村役場　　・ＪＡ大潟村　　・ポルダー潟の湯
　　　・ホテルサンルーラル大潟　　・産直センター潟の店
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女性部・青年部・若妻部 総会
～知恵と力を出し合い、組織づくり・地域づくりを～

★
女
性
部
（
第
46
回
）

～
体
レ
ク
部
と

生
活
環
境
部
が
一
つ
に
な
り
、

「
エ
コ
・
レ
ク
部
」が
誕
生
～

　

女
性
部
は
２
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会

議
室
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
三
村
敏
子
部
長
が
１
年
間
の
活
動
を
振

り
返
り
、「
テ
ー
マ
「
伝
承
」
サ
ブ
テ
ー

マ
「
食
と
農
」
を
掲
げ
た
25
年
度
は
、
大

豆
・
野
菜
栽
培
講
習
会
、
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま

も
と
で
の
伝
統
料
理
の
講
習
、
米
油
を

使
っ
た
料
理
教
室
な
ど
を
開
催
し
た
。
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
女
性
部
研
修

で
上
野
千
鶴
子
氏
を
招
い
て
の
講
演
会

「
世
直
し　

女
の
出
番
」
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
が
大
変
心
に
残
っ
て
い

る
。
ま
た
、
忙
し
い
中
各
種
会
議
に
参
加

し
た
り
、
女
性
部
活
動
だ
よ
り
に
原
稿
を

寄
せ
て
く
れ
た
り
し
た
部
員
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
た
い
」
と
述
べ
、
総
会
で
の
活
発

な
意
見
交
換
を
求
め
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
執
行
部
が
事
業
報
告
と

事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
。
26
年
度
は

テ
ー
マ
「
食
と
生
活
」・
サ
ブ
テ
ー
マ
「
す

こ
や
か
な
老
後
の
た
め
に
」
を
設
け
て
活

動
す
る
こ
と
を
提
案
。
体
レ
ク
部
と
生
活

環
境
部
を
一
つ
に
し
、「
エ
コ
・
レ
ク
部
」

と
い
う
新
た
な
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
な
ど
、
話
し
合
い
の
結
果
す
べ
て
の

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
は
、
講
演

「
知
ら
な
い
と
損
す
る
介
護
保
険
の
仕
組

み
～
村
の
現
状
と
将
来
」、
オ
カ
リ
ナ
漫
才

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｍ
Ｉ
Ｅ
」、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
「
子

供
が
作
る
お
弁
当
の
日
」
を
行
い
ま
し
た
。

◦
議
案

第
１
号　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

⑴　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
報
告

⑵　

監
査
報
告

第
２
号　

平
成
26
年
度
事
業
計
画
並
び
に

予
算
の
承
認
に
つ
い
て

⑴　

平
成
26
年
度
の
テ
ー
マ（
案
）・

課
題（
案
）に
つ
い
て

⑵　

平
成
26
年
度
事
業
計
画（
案
）並

び
に
予
算（
案
）に
つ
い
て

第
３
号　

生
活
環
境
部
廃
止（
案
）に
つ
い
て

◦
26
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

部　

長
：
三
村
敏
子

副
部
長
：
芹
田
妙
子
・
栢
森
慶
子

会　

計
：
柏　

雄
子

監　

事
：
浅
沼
ト
ク
子
・
鈴
木
富
士
子

特集

部長あいさつ

◀あぐりプラザ３倍クーポン
　体験コーナーも設置しました

受付では卵ケースの回収も▶
同時に行いました

　女性部・青年部・若妻部では２月下旬に総会を行い、25年度の事業報告や26年度の
事業計画などを審議。各部とも計画は承認され、26年度にむけての一歩を踏み出しま
した。当日の様子をご紹介いたします。
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執行部代表のあいさつ

★
若
妻
部
（
第
32
回
）

～
柔
軟
な
組
織
運
営
で

よ
り
一
層
の
飛
躍
を
～

　

若
妻
部
は
２
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会

議
室
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
執
行
部
代
表
の
金
子
明
子
さ
ん
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、「「
お
た
め
し
会
員
制
度
」

や
部
員
の
声
掛
け
の
お
か
げ
で
ま
た
新
た

に
部
員
を
迎
え
ら
れ
た
。
25
年
度
は
新
体

制
を
次
へ
と
渡
す
つ
な
ぎ
役
と
し
て
柔
軟

に
対
応
し
、
よ
り
活
動
し
や
す
く
な
る
こ

と
を
心
が
け
た
。
部
内
で
の
連
絡
事
項
の

や
り
と
り
で
は
家
事
や
子
育
て
が
忙
し
い

お
互
い
を
気
遣
い
、
皆
的
確
に
簡
潔
に

メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
の

思
い
や
り
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」
と

述
べ
、
今
後
の
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

24
年
度
に
班
の
再
編
成
や
役
員
選
出
方

法
の
変
更
等
を
行
い
、
新
体
制
に
な
っ
た

若
妻
部
。
25
年
度
は
こ
の
新
体
制
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
議
案
審
議
で
は
執
行
部
が

事
業
報
告
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
。

今
後
の
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指

し
、
柔
軟
な
組
織
運
営
を
行
っ
て
い
く
方

向
で
、
役

員
の
負
担

軽
減
を
目

的
と
し

た
「
お
手

伝
い
募
集

（
案
）
に

つ
い
て
」
な
ど
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
１
年
間
の
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
を
行
い
、
新
た
な
執
行
部
員

６
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
村
と
秋
田
県
国
保
連
合

会
主
催
の
「
輝
け
★
わ
た
し
～
コ
コ
ロ
と

カ
ラ
ダ
の

美
力
（
み

り
ょ
く
）

ア
ッ
プ
！

～
」
に
参

加
（
記
事

は
前
月
号

に
掲
載
）。

仲
間
と
共

に
楽
し
く

リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図

り
ま
し

た
。

◦
議
案

第
１
号　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

第
２
号　

平
成
26
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び

に
予
算（
案
）の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号　

規
約
改
正（
案
）に
つ
い
て

第
４
号　

お
手
伝
い
募
集（
案
）に
つ
い
て

第
５
号　

役
員
改
選
並
び
に
新
役
員
挨
拶

◦
26
年
度
執
行
部
（
敬
称
略
）

蓬
田
貴
子
・
成
田
ま
ど
か
・
黒
瀬
恵
理

中
原
裕
美
・
前
川
い
づ
み
・
鈴
木
久
美
子

★
青
年
部
（
第
38
回
）

～
不
確
定
・
突
発
的
な
事
に

    

対
応
で
き
る
よ
う
、

青
年
部
員
一
致
団
結
を
～

　

青
年
部
は
２
月
28
日
、
公
民
館
を
会
場

に
開
催
。
開
会
に
あ
た
り
吉
原
忍
部
長
が

25
年
度
を
振
り
返
り
、「
ば
か
苗
病
が
落

ち
着
き
を
見
せ
一
安
心
と
思
っ
た
と
こ

ろ
、
田
植
え
後
に
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
が
発
生

し
て
一
時
騒
然
と
し
た
。
26
年
度
も
不
確

定
な
事
や
突
発
的
な
事
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
学
習
会
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
今
後
の
活
動
へ
の
更
な

る
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報
告
と
事
業
計
画

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
青
年

部
で
は
現
在
、「
学
習
部
」
と
「
交
流
部
」

と
い
う
２
つ
の
部
を
柱
と
し
て
事
業
を
展

開
し
て
お

り
、
25
年

度
、
学
習

部
は
ハ
ウ

ス
巡
回
な

ど
農
業
基

礎
技
術
の

学
習
会
、
青
年
組
織
４
団
体
合
同
勉
強
会

な
ど
営
農
・
農
政
に
関
す
る
学
習
会
、
種

苗
交
換
会
視
察
な
ど
県
内
研
修
を
実
施
。

交
流
部
は
、
秋
田
市
で
の
農
産
物
販
売
・

Ｐ
Ｒ
活
動
や
村
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
な

ど
の
ほ
か
、
村
外
（
Ｊ
Ａ
秋
田
み
な
み
）・

県
外
（
Ｊ
Ａ
中
札
内
村
）
の
青
年
部
と
の

親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
活
発
な
意
見
交

換
を
実
施
。
26
年
度
以
降
も
引
き
続
き
交

流
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
、
す
べ
て
の
議

案
を
可
決
。
役
員
改
選
も
行
い
、
新
た
な

役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
農
協
職
員
に
よ
る
、

営
農
に
関
す
る
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

◦
議
案

第
１
号　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　

監
査
報
告

第
２
号　

平
成
26
年
度
事
業
計
画（
案
）並

び
に
予
算（
案
）に
つ
い
て

第
３
号　

役
員
改
選

◦
26
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

部　
　

長
：
吉
原　

忍

副
部
長
：
前
田　

久
・
戸
堀　

誠

事
務
局
長
：
岩
井
悠
宇

会　
　

計
：
栄
田
幸
悦

議事進行

〈ご加入のお申し込み〉女性部・若妻部➡生活課生活指導担当（TEL45-2214）、青年部➡営農支援課営農指導担当（TEL45-3033）まで。

議長に選任された
日諸さん

新執行部に選ばれた皆さん
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Q

25
年
度
に
見
込
ま
れ
る
税
引
前
当
期
剰
余

金
が
１
億
５
千
６
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

25
年
度
計
画
７
千
９
百
万
円
に
対
し
て
桁
ひ
と

つ
多
い
。
こ
れ
は
儲
か
り
過
ぎ
で
は
な
い
か
。

課
税
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

Ａ

７
千
百
万
円
に
な
る
。

Q

油
の
高
騰
な
ど
色
々
な
理
由
が
あ
っ
て
利

益
を
上
げ
た
が
、
そ
れ
を
税
金
で
返
す
、
つ
ま

り
我
々
か
ら
搾
取
し
て
国
に
税
金
と
し
て
返
す

と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
Ｊ
Ａ
は
今
年

資
材
倉
庫
を
建
設
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
や
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
？
儲
か
っ
た
分
を

ど
ん
ど
ん
投
資
し
て
、
税
金
を
多
く
納
め
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ

こ
こ
数
年
、
暗
渠
事
業
関
連
か
ら
も
か
な

り
利
益
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
か
ら

色
々
な
施
設
の
更
新
が
見
込
ま
れ
る
。
昨
年
は

地
上
タ
ン
ク
を
地
下
タ
ン
ク
に
替
え
、
今
年
は

肥
料
倉
庫
を
建
設
し
た
。
当
初
予
算
は
１
億
円

だ
っ
た
が
、
鉄
の
高
騰
・
人
材
不
足
に
よ
る
人

件
費
の
高
騰
な
ど
が
あ
り
、
予
算
内
に
収
ま
ら

ず
大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
。
し
か
し
我
々
が
考

え
て
い
た
、
中
柱
の
な
い
使
い
勝
手
の
良
い
立

派
な
倉
庫
が
で
き
た
。
当
初
下
屋
も
一
緒
に
付

け
た
か
っ
た
が
、
か
な
り
予
算
を
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
部
分
は
次
年
度
以
降
に

持
ち
越
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今

年
は
２
億
円
か
け
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
更
新
を

行
っ
て
お
り
、
５
年
間
で
単
年
度
４
千
万
円
の

償
却
と
な
る
。
今
ま
で
長
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
っ
て
い
た
分
、
こ
の
よ
う
な
償
却
は
な
か
っ

た
の
で
楽
だ
っ
た
。
し
か
しW
indow

s X
P

の

保
証
が
切
れ
、W

indow
s7

に
変
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
た
め
更
新
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

特
に
26
年
度
は
か
な
り
厳
し
い
試
算
に
な
る
と

思
う
。
油
の
問
題
に
つ
い
て
だ
が
、
ス
タ
ー
ト

時
は
利
益
を
稼
げ
な
く
て
大
変
苦
労
し
た
。
し

か
し
全
農
で
は
な
く
、
民
間
の
商
系
か
ら
燃
料

を
仕
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
な
ん
と
か
利
幅
を
確

保
で
き
、
こ
の
数
字
を
確
保
で
き
た
。
今
年
は

４
千
万
円
の
組
合
員
還
元
を
行
う
こ
と
を
理
事

会
で
決
定
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
部
分
で
、

出
来
る
限
り
還
元
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、

現
在
Ｊ
Ａ
の
自
己
資
本
比
率
は
14
・
６
％
で
あ

る
が
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
（
新
し
い
自
己
資
本
比
率

規
制
の
こ
と
）
に
よ
る
会
計
基
準
の
見
直
し

で
、
自
己
資
本
比
率
が
３
％
ほ
ど
下
が
っ
て
し

ま
う
。
従
っ
て
、
内
部
留
保
を
あ
る
程
度
す
る

こ
と
が
Ｊ
Ａ
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
ぜ
ひ
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
Ｊ
Ａ
大
潟
村
は
組

合
員
の
皆
様
か
ら
、
合
併
せ
ず
に
な
ん
と
か
単

独
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
状
況

の
た
め
、
自
己
資
本
比
率
と
財
務
体
質
の
強
化

を
併
せ
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
の

姿
勢
は
？
日
本
の
食
糧
基
地
と
し
て
造
ら
れ
た

モ
デ
ル
農
村
な
の
で
、
安
全
・
安
心
な
食
糧
を

国
民
に
届
け
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
大
事
だ
と

思
う
。

Ａ

Ｊ
Ａ
で
は
か
な
り
害
の
少
な
い
農
薬
を
揃

え
て
お
り
、
農
薬
を
使
う
・
使
わ
な
い
と
い
う

判
断
は
農
家
に
任
せ
て
い
る
。
安
全
・
安
心
な

食
糧
を
届
け
る
立
場
と
し
て
農
薬
の
組
み
合
わ

せ
・
魚
毒
性
な
ど
を
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
勉
強

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

Q

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
の
勉
強
会
で

ミ
ツ
バ
チ
な
ど
の
昆
虫
が
減
っ
て
い
る
と
い
う

話
を
聞
き
、
大
変
怖
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と

改
め
て
感
じ
た
。
生
態
系
へ
の
影
響
が
非
常
に

大
き
い
と
い
う
。
子
ど
も
た
ち
の
脳
神
経
を
狂

わ
せ
、
自
閉
症
傾
向
の
子
ど
も
、
性
同
一
性
障

害
の
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
い
う
外
国
の
調

査
結
果
も
あ
っ
た
。
大
潟
村
は
早
く
か
ら
航
空

防
除
を
や
め
て
お
り
、
水
田
用
除
草
剤
Ｍ
Ｏ
に

つ
い
て
は
、
不
純
物
と
し
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
、
国
が
や
め
る
10

年
も
前
に
や
め
、
環
境
創
造
型
農
業
宣
言
を
し

て
い
る
村
で
も
あ
る
。
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド

系
農
薬
が
非
常
に
危
険
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
中

で
、
Ｅ
Ｕ
と
比
べ
る
と
日
本
の
農
薬
の
基
準
は

緩
い
。
そ
の
辺
を
Ｊ
Ａ
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

Ａ

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
は
全
部
で
７

系
統
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
３
系
統
は

Ｅ
Ｕ
で
使
用
を
控
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
皆
様

に
な
じ
み
の
あ
る
薬
剤
の
名
前
と
し
て
挙
げ
る

と
「
モ
ス
ピ
ラ
ン
」「
ダ
ン
ト
ツ
」「
ア
ク
タ
ラ
」

が
あ
る
。
ミ
ツ
バ
チ
の
蜂
群
崩
壊
な
ど
色
々
な

問
題
が
出
て
い
る
が
、
神
経
毒
が
特
徴
の
農
薬

は
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
だ
け
で
な
く
、
有
機

塩
素
系
や
有
機
リ
ン
系
な
ど
色
々
あ
る
。
し
た

が
っ
て
総
合
的
に
、
殺
虫
剤
を
ど
の
よ
う
に
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
が
問
題
に

な
る
と
思
う
。

Q

カ
メ
ム
シ
に
効
く
「
ス
タ
ー
ク
ル
」
が
ネ

オ
ニ
コ
チ
ロ
イ
ド
系
農
薬
だ
と
聞
い
た
が
、
も

し
使
わ
な
く
て
済
む
の
で
あ
れ
ば
な
る
べ
く
使

わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ

と
し
て
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

村
で
一
番
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
殺

虫
剤
「
ス
タ
ー
ク
ル
」
は
、
国
の
基
準
の
中
で

は
か
な
り
安
全
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

営
農
支
援
課
で
も
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
害
を
検
証

し
な
が
ら
勉
強
し
、皆
様
に
情
報
提
供
し
た
い
。

Q

整
備
課
の
事
業
計
画
に
「
農
業
機
械
に
よ

る
農
作
業
事
故
撲
滅
の
取
組
」
と
あ
る
が
、
青

年
部
の
勉
強
会
で
使
い
た
い
の
で
、実
際
に
あ
っ

た
作
業
事
故
の
一
覧
な
ど
を
出
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

後
ほ
ど
正
確
に
ま
と
め
た
も
の
を
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

Q

事
業
管
理
費
の
実
績
見
込
み
が
計
画
よ
り

１
千
３
百
万
円
ほ
ど
下
回
っ
て
い
る
が
、
人
件

費
と
施
設
管
理
費
が
ど
の
よ
う
に
削
ら
れ
た
の

か
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ

25
年
度
事
業
計
画
の
策
定
後
に
当
初
予
定

し
な
か
っ
た
３
名
の
退
職
者
が
出
た
た
め
、
人

件
費
の
部
分
が
大
き
く
下
回
っ
た
。
決
し
て
職

員
の
給
与
を
下
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
県

内
で
も
大
変
良
い
給
与
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

賞
与
も
き
ち
ん
と
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
当

初
上
半
期
頃
に
取
得
予
定
だ
っ
た
資
材
倉
庫
だ

が
、
現
実
に
は
３
月
か
ら
減
価
償
却
が
始
ま
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
25
年
度
に
つ
い
て

は
約
１
か
月
分
の
減
価
償
却
し
か
発
生
し
な
い

の
で
、
施
設
管
理
費
の
計
画
対
比
減
に
つ
な

が
っ
た
。

Q

資
材
・
農
機
・
自
動
車
の
部
門
別
実
績
見

込
み
が
、
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
に
よ
り
計

画
を
だ
い
ぶ
上
回
る
と
思
う
が
、
来
年
は
反
動

で
下
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
儲
け
が
い
っ

ぱ
い
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
く
さ
ん
組
合
員

還
元
す
る
と
後
で
困
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

特
に
農
機
に
つ
い
て
、
田
植
機
・
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
は
高
額
な
た
め
、
消
費
税

が
上
が
る
前
に
注
文
す
る
と
い
う
事
が
当
然
起

こ
っ
て
お
り
計
画
の
倍
近
い
実
績
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
部
分
で
は
必
ず
来
年
影
響
が
出

て
く
る
と
思
う
。
26
年
度
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の←

　３月７日、大会議室を会場に座談会を開催しました。
協議事項は「25年度実績見込み」「26年度計画案」など。
開会にあたり小林肇組合長はＪＡの現状について説明
し、26年度事業のための積極的な意見交換を求めまし
た。お寄せいただいた意見や要望をご紹介いたします。

座談会報告
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←減
価
償
却
費
が
大
き
く
上
が
っ
て
く
る
し
、
か

な
り
苦
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、暗
渠
事
業
は
26
年
度
も
続
く
よ
う
だ
し
、

そ
う
い
う
部
分
は
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
表

れ
る
と
思
う
。
燃
料
に
つ
い
て
は
原
油
価
格
の

上
げ
下
げ
が
あ
り
、
仕
入
れ
元
と
の
調
整
が
必

要
に
な
る
。
特
に
ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
つ
い
て
は

組
合
員
の
方
々
に
「
ど
こ
に
も
負
け
る
な
」
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
安
く
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
た
い
し
、
そ
の
た
め
に
も
全
農
以
外
の

商
系
も
テ
ー
ブ
ル
に
上
げ
て
、
色
々
と
情
報
を

入
れ
な
が
ら
Ｊ
Ａ
の
利
益
確
保
の
た
め
に
頑
張

り
た
い
。

Q

資
材
課
の
事
業
計
画
に
「
資
材
課
購
買
電

算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
農

繁
期
に
な
る
が
、
資
材
窓
口
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
？

Ａ

現
在
電
算
シ
ス
テ
ム
業
者
と
の
話
し
合
い

を
進
め
て
お
り
、
今
年
の
７
月
か
ら
新
シ
ス
テ

ム
へ
切
り
替
え
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
は
数
字

を
打
鍵
し
て
供
給
処
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
加
え
て
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
で
の
入
力
が

で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

今
ま
で
は
本
所
サ
ー
バ
ー
の
シ
ス
テ
ム
と
棚
卸

シ
ス
テ
ム
と
の
デ
ー
タ
連
携
が
取
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
同
時
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
連
携

す
る
こ
と
で
、
棚
卸
時
の
事
務
負
担
軽
減
に
な

る
。
理
事
会
で
は
バ
ー
コ
ー
ド
化
の
要
望
が
あ

る
が
、
購
買
品
在
庫
は
組
合
員
の
資
産
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
持
ち
、
今
後
も
し
っ
か
り
管
理

し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
は
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
頂
き
な
が
ら
、
明
る
く
き
れ
い
で
使
い
や

す
い
資
材
課
を
目
指
し
た
い
。

Q

営
農
支
援
課
の
事
業
計
画
に
「
試
験
研
究

事
業
へ
の
取
組
」
と
あ
り
、
米
の
新
品
種
に
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。
村
は
ど
う
し
て
も
全
体

的
に
稲
の
背
丈
が
伸
び
や
す
い
地
域
で
、
で
き

れ
ば
短
く
作
り
た
い
が
方
法
が
よ
く
分
か
ら
な

い
。
品
種
の
数
を
広
げ
て
そ
う
い
う
こ
と
に
も

研
究
の
道
を
広
げ
て
ほ
し
い
。

Ａ

品
種
改
良
に
つ
い
て
今
回
新
た
に
２
品
種

が
登
録
さ
れ
る
。
こ
の
次
の
品
種
と
し
て
特
Ａ

を
目
指
す
の
か
、
多
収
を
目
指
す
の
か
は
こ
れ

か
ら
検
討
す
る
が
、
村
の
土
地
に
合
っ
た
品
種

の
確
保
が
将
来
的
に
必
要
な
戦
略
な
の
で
、
Ｊ

Ａ
で
も
市
場
性
な
ど
を
含
め
て
研
究
し
た
い
。

今
ま
で
我
々
生
産
者
は
主
食
と
し
て
ば
か
り
米

を
見
て
き
た
が
、
村
は
22
年
か
ら
加
工
用
米
の

作
付
け
に
大
き
く
動
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
加
工

用
米
の
実
需
者
も
我
々
の
消
費
団
体
だ
と
い
う

こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
従
っ
て
加
工
実
需
者

と
連
携
が
取
れ
る
よ
う
な
体
制
を
取
る
こ
と

が
、農
家
の
所
得
の
安
定
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

現
在
は
特
に
加
工
用
米
の
部
分
で
伸
び
て
い
る

が
、
今
後
各
地
で
加
工
用
米
の
生
産
に
力
を
入

れ
た
場
合
、
価
格
が
下
落
す
る
こ
と
が
当
然
考

え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
大
潟
村
が
も
ち
に
取
り

組
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
最
終

的
に
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
農
家
が
判
断

す
る
よ
う
に
と
国
も
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
判
断
力
を
我
々
も
し
っ
か
り
磨
い
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
皆
様
か
ら
も
色
々

な
情
報
を
頂
き
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

Q

村
の
葬
祭
に
つ
い
て
、
村
民
セ
ン
タ
ー
を

改
修
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
ソ
フ
ト
面
に
つ

い
て
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

Ａ

ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
ル
ー
ラ

ル
と
話
を
詰
め
て
い
く
。
通
夜
ぶ
る
ま
い
と
お

斎
（
お
と
き
）
の
料
理
に
つ
い
て
は
基
本
的
に

ル
ー
ラ
ル
に
お
ま
か
せ
す
る
方
向
で
考
え
て
い

る
。
イ
ス
並
べ
に
つ
い
て
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
料
金
は
い
た
だ
く
が
こ
ち
ら
で

も
で
き
る
と
い
う
返
事
を
も
ら
っ
て
い
る
。
最

終
的
に
は
喪
主
の
方
々
に
ど
こ
ま
で
や
る
の
か

を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、
お
逮
夜
は
ル
ー
ラ
ル

で
、
ル
ー
ラ
ル
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
れ
ば
村
民
セ

ン
タ
ー
で
行
う
方
法
、
そ
う
い
っ
た
も
の
全
て

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

Q

米
の
制
度
が
変
わ
る
と
い
う
事
で
米
価
が

非
常
に
不
安
定
、も
し
く
は
下
落
す
る
と
思
う
。

こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
営
農
支
援
課
の
事
業

計
画
に
「
野
菜
の
生
産
振
興
」
と
あ
る
が
、
26

年
度
新
た
に
始
め
る
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
教
え

て
ほ
し
い
。

Ａ

新
し
い
品
目
と
い
う
の
は
ま
だ
こ
ち
ら
か

ら
提
案
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
メ
ロ
ン

と
カ
ボ
チ
ャ
の
産
地
復
活
」
と
い
う
こ
と
で
若

い
方
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
栽
培
の
経
験
が
な
い
人
に
対
し
て
は
丁
寧

な
栽
培
講
習
を
し
、
良
い
も
の
が
出
来
た
方
を

表
彰
す
る
な
ど
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
核
に
な
っ

て
も
ら
う
意
識
付
け
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
き

た
い
。
村
は
か
つ
て
メ
ロ
ン
の
一
大
産
地
だ
っ

た
し
、
今
で
も
栽
培
が
続
い
て
い
る
。
技
術
を

持
っ
て
い
る
方
は
た
く
さ
ん
村
に
い
る
の
で
ご

協
力
い
た
だ
き
、
若
い
方
の
力
を
借
り
て
面
積

と
数
量
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
園
芸

団
地
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
フ

ル
活
用
す
る
た
め
に
排
水
対
策
等
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
大
潟
村
は
ど
う
し
て

も
「
土
地
利
用
型
作
物
」
の
栽
培
が
主
流
だ
っ

た
が
、
こ
こ
に
き
て
「
施
設
型
」
が
見
直
さ
れ

て
き
て
い
る
。
農
家
の
所
得
を
安
定
さ
せ
る
目

的
で
そ
う
い
う
も
の
も
取
り
入
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
現
在
い
ろ
い
ろ
な
メ

ニ
ュ
ー
を
組
み
立
て
て
い
る
最
中
だ
が
、
皆
様

が
取
り
組
み
た
い
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
営
農

支
援
課
に
遠
慮
な
く
ご
提
案
下
さ
い
。

Q

先
日
秋
田
市
で
「
山
形
ガ
ー
ル
ズ
」
の
講

演
会
が
あ
り
、
非
常
に
女
性
ら
し
い
30
代
の
女

性
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
農
業
を
や
っ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
大
変
良
か
っ
た
の
で
、

ぜ
ひ
Ｊ
Ａ
で
も
講
演
会
に
呼
ん
で
ほ
し
い
。

Ａ

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
な
ど
に
呼
ぶ
こ
と
を
検
討
し

た
い
。
昨
年
は
じ
め
て
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
あ
い
に
く
天
候
が
悪
く
屋

内
で
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
が
、
26
年
度

も
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
何
が
で

き
る
か
、
毎
年
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
は
な
く
い
く

つ
か
ト
ラ
イ
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。
新

し
い
職
員
が
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
後
継
者

世
代
に
も
入
植
者
世
代
に
も
Ｊ
Ａ
職
員
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続

け
て
い
く
。

Q

営
農
支
援
課
の
事
業
計
画
に
あ
る
「
営
農

支
援
体
制
の
充
実
」
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う

こ
と
か
？

Ａ

今
年
は
手
始
め
と
し
て
多
収
技
術
の
確
立

と
い
う
事
で
圃
場
を
巡
回
さ
せ
て
頂
き
、
デ
ー

タ
収
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
25
年
度
か
ら
３
年

間
か
け
て
村
内
の
土
壌
分
析
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
作
り
を
し

な
が
ら
皆
様
の
営
農
に
役
立
て
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

Q

営
農
支
援
課
の
事
業
計
画
に
あ
る
「
後
継

者
の
農
業
技
術
向
上
へ
の
取
組
」
と
は
具
体
的

に
ど
う
い
う
こ
と
か
？

Ａ

年
明
け
に
皆
様
へ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
（
農

作
業
受
託
組
織
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、

70
件
ほ
ど
回
答
を
頂
い
た
。「
後
継
者
が
今
の

と
こ
ろ
い
な
い
」「
農
地
を
貸
付
し
た
い
」
と

い
う
数
字
も
か
な
り
高
か
っ
た
。
現
在
受
託
組

合
が
あ
り
そ
の
中
で
や
っ
て
い
る
が
、
ど
う
し

て
も
農
繁
期
に
入
る
と
受
託
組
合
が
う
ま
く
機

能
し
な
い
。
従
っ
て
全
般
的
な
作
業
を
受
託

す
る
組
織
を
も
う
一
度
作
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
農
家
の
中
で
親
が
健
在
で
、
ま

だ
余
力
が
あ
る
若
い
人
た
ち
に
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
入
っ
て
も
ら
い
、
技
術
を
身
に
つ

け
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
経
営
移
譲
の
際
に
は

一
人
前
の
農
業
経
営
者
と
し
て
お
返
し
し
た

い
。「
ま
だ
自
分
が
若
い
の
で
後
継
者
を
出
し

た
い
」
と
い
う
意
見
も
20
件
ほ
ど
あ
っ
た
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
を
集
約
し
な
が
ら
、
若
い
人
の

農
業
技
術
の
確
立
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

★
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
忙
し
い

中
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ご
意
見
や
ご
要
望
を
今
後
の
Ｊ

Ａ
運
営
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

役
職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。



女性部「活動
だよ
り」
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行事予定や各委員会からの報告事項などについてお知らせいたします。

●不用衣類回収（２月14日）
　婦人会環境部と役場の協力で行いました。くも
り時々晴れの中、持ってきてもらった衣類を部員
５名が計量し、トラックに積み込みました。重量
は300㎏弱で、秋田市内のマップユニ秋田へ運ば
れました。皆様のご協力本当にありがとうござい
ました。今年は環境部が少し変わり、新しい環境
部としてスタートします。皆様と共に色々な問題
に取り組んでいきたいと思います。	（石川千春記）

●エルダーの集い（３月５日）
　春がもうすぐやってきます。冬ごもりしていた
体と心をリフレッシュしてみませんか。と呼びか
けました。
●３Ｂ体操で体をほぐしましょう。●なつかしい
歌をうたいましょう。●お茶とおしゃべりタイム。
　全員が輪に
なりボール
を回すゲーム
の様な体操か
ら、２人が組
になり協力し
合いながら体
を伸ばした
り、ひもを使
い１人で静か
にストレッチしたり、心も体も温まりました。歌
は春らしい曲から始まって、富士山、四季の歌な
ど全10曲を、姿勢を正してお腹の底から声を出す
ようにと教えていただき、いい声が気持ち良く出
せました。おしゃべりタイムでは住み慣れた大潟
村に最後まで暮らしたいが、在宅介護になった場
合緊急時の医療体制がほしい、村にサービス付き
高齢者住宅は造れないものか、など、長年家族を
介護されている方からの話題提供がされました。
常に情報を集め勉強されている事に刺激を受けま
した。自分も急にどのような状態になるか分から
ない年になりましたが、体を動かし仲間との集い
に参加しながら長く元気でいられる様に意識して

生活していきます。最後の時まで大潟村で暮らせ
ますように！	 （参加者記）

●新役員顔合わせ・引継ぎ（３月17日）
　新年度の活動がスタートした。新役員の顔合わせ
と、新しく生まれた「エコ・レク部」のメンバーの
確認から始まった。初年度のメンバーは10人。文
字通り、旧生活環境部と体レク部両部の活動を受け
継ぐ。どんどんアイディアを出し部員自ら楽しめる
ような部になってほしい。
　今年は50周年の記念行事が目白押し。役員に限
らずみなさんの協力が必要になるだろう。

主な話し合いのまとめ
○各住区エコ・レク部部員の確認
○今後の役員会はなるべく午後早い時間帯で
○移動研修は一泊でという声があったが、時期的
なことや予算のこともあり、お金のかからない
「日帰り」ということになった。提案のあった「秋
田市めぐり」も検討に入れ６月の役員会で決め
ることに
○盆踊り大会を盛り上げるためになるべく多くの
人が参加し楽しもう

エコ・レク部　選出された役員の方々

　部　　長　小松ひとみ
　副 部 長　餌取　京子
　会　　計　一色田二美
　活動事業　バレーボール大会：12月３日
　　　　　　不 用 衣 類 回 収：未定

●水稲育苗・野菜栽培講習会（３月20日）
　参加者が30名を超えて、10数名を予想していた
私にとっては、驚きのうれしい参加人数でした。
　たまたま一番小さいＪＡ会館談話室しか部屋が
予約できなかったので、狭くて、みなさんにはご
迷惑をおかけしました。半数の参加者が女性部員
外の方で、男性も参加頂き、開催した者として本
当に嬉しかったです。
　営農支援センターのご協力により、水稲育苗に
は斉藤春彦氏、野菜栽培（ジャガイモ・にんじん）
には三浦濃氏よりご指導頂きました。「シルバーポ
リは、何のためにかけるの？何年使えるの？（答
え：芽のそろいをよくするため。７年くらいは大
丈夫。）」とか、「田植え後の育苗ハウスで６月頃、
ジャガイモ種を植えても大丈夫？（答え：大丈夫
だけれど生育期間が短くなるので、小さい芋にな
る）」など様々な質問も出て、有意義な２時間半で
した。	 （三村敏子記）➡

➡

★各委員会からの報告

７月６日　南秋連合婦人会大会・消費者
大会

７月17日　ＪＡ女性協・家の光大会
８月26日　全県婦人会大会

これからの行事予定



報告事項
・業務報告（２月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・内部監査報告
・平成26年度コンプライアンス・プログラムの制定に
ついて
・平成26年度不測事態対応計画の制定について
・平成26年度個人情報保護計画・個人情報保護対策進
捗管理表（マスタープラン）の制定について
・経済事業現金取扱要領の制定について
・購買事業（販売・指導事業含む）の現金管理事務手
続きの廃止について
・乗車券購入取扱に関する要項の一部改正について
・貸出条件緩和債権判定基準の一部改正について
・便利屋業務要領の一部改正について
・外国口座税務コンプライアンス法対応要綱の制定に
ついて
・内国為替取引実施要項の一部改正について
・顧客手数料及び金融機関利用料金表の一部改正につ
いて
・自賠責共済代理店手数料取扱規定の一部改正について
・農家経営改善対策委員会報告

議　案
第 99 号　土地賃貸借契約について
第100号　安心・安全な農産物づくり運営規程の一部

改正について
第101号　理事会規程の一部改正について
第102号　職制規程の一部改正について
第103号　経理規程の一部改正について
第104号　生産資材倉庫建設検討委員会設置規程の廃

止について
第105号　退職給付会計制度取扱規程の廃止について
第106号　職員育児休業規程の一部改正について
第108号　時間外労働・休日労働に関する協定について
第109号　１年単位の変形労働時間制に関する労使協

定について
第110号　平成25年度決算方針について
第111号　平成26年度全般統制・不祥事未然防止行動

計画について
第112号　平成26年度内部統制整備基本計画書の制定

について
第113号　女性参与の選任について
第114号　年度末手当の支給について
第115号　貸付金について
第116号　出資口数減少願いについて

協議事項
平成26年度事業計画（案）について

３月25日開催

理事会報告

−五城目警察署からのおしらせ−

【運動の基本】子どもと高齢者の交通事故防止
【運動の重点】◆自転車の安全利用の推進

◆全ての座席のシートベルトとチャイルド
　シートの正しい着用の徹底
◆飲酒運転の根絶
◆横断歩行者の交通事故防止

★ドライバーの皆さんへ★
　横断しようとしている歩行者を見かけたときは、横断
歩道の手前で一時停止し、歩行者の通行を妨げないよう
にしましょう。

～４月６日（日）から４月15日（火）までの10日間～

春の全国交通安全運動

進藤　　匡（総務課）

３月１日付採 用
職 員 人 事

　４月２日の朝礼で永年勤続職員の表彰を行いました
ので、ご紹介いたします。

★勤続30年以上 …………………………………………
　西方　一明（経 営 課）　　納谷　和代（監 査 課）
★勤続20年以上 …………………………………………
　伊藤　　悌（営農支援課）　　堀　　則彦（総 務 課）
　三浦　恵治（資 材 課）　　中原　　進（給 油 所）
　畠山　深雪（経 営 課）
★勤続10年以上 …………………………………………
　石井　公士（整 備 課）　　北嶋　尚之（整 備 課）
　菅原　博樹（経 営 課）

永年勤続職員のご紹介

出　資　金 …… 8億9,140万円
正組合員数 ……   　　1,139名
准組合員数 ……   　　0,036名

ＪＡ大潟村の概況　26年３月末現在

※決算のため、貯金・貸出金額の掲載は休みます。

五城目警察署　TEL 018－852－4100

つぎの者を職員として採用いたしました。
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職員の人事異動を行いましたのでお知らせいたします。
３月10日付異 動

氏　名 新　　任 旧　　任

佐々木夕子 営農支援課販売係 金融課貯金係

活動報告と予定
　随時部員を募集していますので、興味のある方
はぜひＪＡ大潟村営農支援課（TEL：45−3033）
までご連絡ください！

青年部

●活動報告　　３月の活動報告はありません

●活動予定　　４月の活動予定は未定です
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このコーナーに掲載希望の方はご連絡お待ちしております。TEL  45−2211　広報担当

　外では、とってもはずかしが
りや。家では、とってもやんちゃ
な瑞己です。あんよで自由に動
けるようになり、「あっちこっ
ち気になる！！」がとまりません
（笑）これからもたくさんの経
験を通して、ひとつひとつ成長
していこうね☆

藤田　瑞
みず

己
き

ちゃん

　最近のそうはバイバイを
覚え、Ａコープのお客さん
や店員さんに愛想を振りま
く毎日です。レジに行くと
なぜか大興奮！誰にでも
抱っこされてにこにこして
います。これからもすくす
く育ってね♡

佐々木　聡
そう

ちゃん

　うちの活発なヤンチャ
娘。歌が大好きで手を叩い
て踊ります。最近やっとよ
ちよち歩けるようになった
あむさん。もう少し暖かく
なったら一緒にお外で遊ぼ
うね♡

桑原　愛
あ

月
む

ちゃん

　毎日ご飯をたくさん食べ
て、高速ハイハイで家中を
動き回っています。すくす
く元気に大きくなってね。

後藤　栞
かん

奈
な

ちゃん

お問い合わせは金融課（45−3018）まで。

ゴールデンウィーク期間中の
ＡＴＭサービスの取扱いについて

ゴールデンウィーク期間中の緊急時連絡先について

　いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとうございま
す。ＪＡバンクではＡＴＭの取扱いは以下のようになって
おります。大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
日　　付 ＡＴＭ 備　　　　考

５月３日（土） × システムメンテナンスにより全国の
全ＡＴＭで利用できません。

５月４日（日） ○ 全国の全ＡＴＭで利用できます。
５月５日（月） △ 県内ＪＡバンクＡＴＭのみ利用できます。
５月６日（火） ○ 全国の全ＡＴＭで利用できます。

緊急時連絡先（24時間対応）
共済・事故対応 ＪＡ共済（0120−258−931）

金融・ＪＡカード

集中監視センター（0120−411−180）
ＮＩＣＯＳ盗難紛失受付センター
（0120−159−674）
※ＪＡカード（クレジット）を紛失の際は
こちらにもご連絡ください

　これから皆様のお世話になる、平成25年度新規採用の
職員です。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　ＪＡ大潟村では、女性部・若妻部よりご推薦をいただき、
つぎの方々を３月25日の理事会において参与に選任いたし
ました。お二人とも、昨年度に引き続きお引き受けいただい
た方々です。今年度も女性層の代表として、ご意見・ご要望
をいただき、ＪＡ大潟村の組織運営の活性化と事業活動の強
化をはかって参りますので、よろしくお願い申し上げます。

◦出身：大仙市　　◦年　　齢：40歳
◦所属：総務課　　◦好きな物：ラーメン
◦趣味：釣り・短距離競走　
◦ひとこと：今までのＪＡ電算業務のスキ
ルを活かし、ＪＡ大潟村の電算の飛躍に貢
献します。何卒よろしくお願い致します。進

しん

藤
どう

　 匡
ただし

芹田　妙子さん

（東 ２ の ４）女性部副部長

小日山宏美さん

（西３の１）若 妻 部

新採用職員のご紹介

平成26年度  参与のご紹介


